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一 

首
都
高
速
中
央
環
状
王
子
線
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

首
都
高
速
中
央
環
状
王
子
線
に
つ
い
て
建
設
省
は
昭
和
六
一
年
八
月
二
二
日
に
基
本
計
画
を
指
示
し
、
同
年
一
〇
月
二
〇
日

に
工
事
実
施
計
画
書
を
認
可
し
、
同
年
一
一
月
四
日
に
都
市
計
画
事
業
と
し
て
承
認
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
指
示
・
認

可
・
承
認
に
は
根
本
的
疑
問
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
当
該
計
画
に
よ
る
と
、
飛
鳥
山
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
６ 

％
勾
配
の
登
り
が
５
５
０
メ
ー
ト
ル
続
く
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
発
生
す
る
通
常
の
３
、
４
倍
の
排
気
ガ
ス
に
対
す
る

抜
本
的
対
策
が
全
く
検
討
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。 

そ
こ
で
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

一 

飛
鳥
山
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
板
橋
方
面
に
向
か
う
登
り
部
分
で
あ
る
上
段
は
６
％
勾
配
が
５
５
０
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
排

ガ
ス
問
題
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
が
、
飛
鳥
山
ト
ン
ネ
ル
に
向
か
う
下
り
部
分
で
あ
る
下
段
は
６
％
勾
配
が
何
メ
ー
ト
ル
続
く

の
か
。 

二 

下
段
の
ほ
う
が
か
な
り
短
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
う
だ
と
す
る
と
下
段
を
登
り
部
分
に
す
れ
ば
、
排
ガ
ス
増
加
量
を
か

な
り
抑
制
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。 

三 

今
か
ら
設
計
変
更
し
て
上
段
・
下
段
の
役
割
を
逆
に
で
き
な
い
か
。
す
な
わ
ち
、
上
段
を
飛
鳥
山
ト
ン
ネ
ル
に
向
か
う
下 



 

二 

り
部
分
と
し
、
下
段
を
飛
鳥
山
ト
ン
ネ
ル
か
ら
板
橋
方
面
に
向
か
う
登
り
部
分
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。 

四 
右
三
に
関
し
て
構
造
上
可
能
で
あ
る
場
合
、
工
事
費
は
ど
の
程
度
の
増
額
・
増
額
率
と
な
る
の
か
。 

五 

右
三
に
関
し
て
構
造
上
不
可
能
で
あ
る
場
合
、
そ
れ
は
設
計
段
階
か
ら
不
可
能
だ
っ
た
の
か
。
設
計
段
階
か
ら
不
可
能
で

あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
理
由
を
述
べ
よ
。 

六 

右
三
に
関
し
て
設
計
段
階
で
は
構
造
上
可
能
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
６
％
勾
配
の
登
り
が
５
５
０
メ
ー
ト
ル
も
続
く
現
行
計

画
で
は
６
％
登
り
勾
配
の
大
気
汚
染
に
対
す
る
影
響
を
ど
う
予
測
し
て
い
た
の
か
。 

右
質
問
す
る
。 
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